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1) 切断後最初に起こる変化は axoplasm の変化であって, 切断12- 24時間後にendoplasm ic reticulu恥
m itochondria の空胞化, 栗粒化が始まり, 向時に, あるいはそれよりややおくれ, 12- 44時間で axon-
filam ent に変化が始まる｡ そしてこれ らの organellae はおそいものでも脊髄切断後10日で 完全に崩壊す
る｡
2) organellae の変化の発現にややおくれて切断20時間後から, 主として表面張力の作用により軸索は
念珠状となり, さらにこれに A xon-0 1igocytic m em brane が消失して, 小径線維では切断44時間後頃か
ら, 超大径のものでは同10日後頃までに軸索は分節を起 し, その連続性を失なうようになる｡ そしてこの
段階までの線維の形態変化の prom oter は軸索と考えられる｡
3) 軸索の分節にひきつづいて, 主として m yelin laellae の撃曲性によって線維は短い断節 (ovoid) と
なるが, 以後の形態変化の prom oter は髄鞘と考えられる｡
以上の過程における神経線維の変性態度は, さきに近江が報告した末梢神経のそれと本質的には全く同
一であるが,これ以後の段階では非常に異なっている｡ すなわち,末梢神経においては, ovoid は Schw ann
細胞の働きによって大髄球, さらに小髄球- と破壊されて行 くが, 脊髄の場合には,
4) ovoid は偏平化, たたみこみ, 2重化, 3貢化等の種々の像を呈しながら髄鞘の層構造を失い, 1
個または 2 個以上のものが集合し, 癒合し, 内腔のない dense な塊状のものとなる｡
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5) 次いでこれが dense な小破片に崩壊して, m icroglia に由来すると考えられる gitter cell に貧喰
されて組織から消失して行 く｡
このような末梢神経の場合との相違は, 中枢神経系には Schw ann 細胞のないことや, 髄鞘形成機構が
異ること等によるものであろう｡
6)そして切断後166日では, もはや変性産物は全 く認められなくなり, 変性線維の消失 したあとはグリ
ア細胞の突起がすき間なく埋めている｡
7) 観察の全過程を通 じて再生線維と思われるものを認めえなかった｡ おそらく, 増殖したグリア細胞
が, 新生線維の伸長に対 してバ リケー ドとして作用するためであろう｡ この点, 末梢神経の場合, 変性産
物が消失したあと- Schw ann 細胞が縦列に並び, 新生線維を誘導する =B iingnersches B and" を作るこ
とと対称的である｡ 光顕的に認められている末梢神経系と中枢神経系の神経線維再生能の差を来たす原因
であろう｡
8) 使宝上, 神経線維をその直径によって分類して観察すると, だいたいにおいて小径のものほど変化
の進行が速い傾向がある｡ これは主として, 軸索に生ずる表面張力の影響と髄鞘の rigidity の差によっ
て来るものであろう｡
9) 問質においては, 場所によって切断20時間後から浮腫の像が認められ, 特に 4 日～ 7 日後に著明で
あった｡ そして一方では, 切断 5 日後から m acroglia の増殖が認められて, 以後問質はグリア細胞の突
起によって次第に埋められて行く｡
gitter cell は早いものでは, 切断44時間後から出現 した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
家兎脊髄後索の切断後時起こる神経線維ウォーラー変性の過程を電顕的に観察したのが本研究である｡
すなわち 1) 切断後まず最初に A xoplasm に変化が起こるが, 切断後12- 24時間で Endoplasm ic
reticulum , m itochondria の空胞化, 煩粒化がはじまり, 同じく12- 44時間で A xonfilam ent が変化しは
じめる｡
2) 以上の変化にややおくれて, おもに表面張力の作用によって軸索は念珠状となり, さらに A xon一
〇ligocytic m em brane が消失して, おそいものでも切断後10日頃までに軸索は分節して, その連続性が消
失する｡
3) つぎに, 主として M yelin lam ellae の轡曲性によって, 線維は短い断節 (ovoid) となる｡
4) ovoid は偏平化, たたみこみ, 2重化, 3 重化など種々の像を示しながら, 髄鞘の層構造を失い,
1 個または 2 個以上のものが集合し, 癒合して,. 内膳のない D ense な塊状のものとなる｡
5) そして, これが dense な小破片に崩れて G itter cell に貧喰されて組織から消失 して行 く｡
6) さらに切断後166日にもなれば, もはや変性産物は全く認められなくなり, 変性線維の消失 したあ
とは, グリア細胞の突起がすき間なく埋めてしまう｡
7) しかも以上の全過程を通 じて, 再生線維と思われるものは認められなかった｡
このように本研究は学術上非常に有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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